
今月のねらいは《友達や保育士と一緒に歌ったり踊ったり、何かになりきったりして、
自由に表現することを楽しむ》でした。ピアノの音に合わせて、いろいろな動きや何か
になりきって表現することを楽しむ子ども達の姿をご覧下さい。 
                         R6・6・26（水）佐藤 菜摘 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

  

 

絵本「ピンポン」には、いろいろな生き物や動物が出て

きます。ピアノの曲を交えて、リトミック遊びを楽しん

でみました。♪～ピンポン ピンポン ドアが開いて、

出～てきたのは誰でしょう～♬かえるさんでした

～！・・・かえるさんになりきって遊び始めました。 

かえる、カタツムリ、馬、オタマジャクシ、リスなどを

いろいろな動きで表現しようとする子ども達。友達の表

現を真似したり、こんな風に動いてみたら、もっとオタ

マジャクシっぽくなれるかも！など教え合ったりしなが

ら、楽しさを共有していました。リスの動きがとっても

かわいかったです。実際近くで見たことがない動物も、

想像力を働かせ、表現する姿に感心させられました。 
 

リトミッ
クって楽しいな

音をよく聴いて、止まったり、ジャンプしたり、走ったりしゃがんだりすることも楽しみました。「「さんぽ」の曲に

合わせてお散歩していたら、ヘビが出てきました。ちょっと怖い音楽を流すと、壁にくっつく、岩が落ちてきたら

しゃがむ、雨の音がしたら、傘をさす等、自分達で動きを考えながら、遊びをすすめました。 

リトミックは、音を聴き取る力やリズム
感など表現力を養うだけでなく、想像

力や集中力、思考力を引き出してくれ

る、音楽遊びです。 


